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結果および考察： 

 図 1は浸漬前の OPCの断面である。細骨材（砂）はケイ素を主成分とし，セメントはカルシウ
ムを主成分とするため，細骨材は比較的暗い色調，セメントは，比較的明るい色調で表示され，
これらの区別が可能であることを示している。またセメントは一部に微量ながら鉄分を含んでい
るため輝点が分散して存在している。供試体の大きさはおよそ 5mm でひび割れ幅は大きいとこ
ろで 1mm程度のものが入っている。また,割裂によってひび 割れ内に細かい破片状のものが分散
している。ひび割れは，骨材とセメント硬化体との境界を縫うように発生している傾向が見て取
れる。図 2に示す浸漬後の OPCの同一断面と比較し，ほぼ同じような形状であり，目視では目立
った変化は認められなかった。図 3に重ねあわせ後の差分画像を示す。それぞれひび割れの表面
に新たな析出物が発生している様子が確認できる。析出物はごく微量であるが，セメント硬化体
が空隙に接する部分に多く見られ，逆に細骨材に接する部分ではほとんど見られない。このこと
は，ひび割れが発生し，水に接するとセメント硬化体組織からその成分が溶出し，水と反応する
ことにより，新たな物質を生成していることが考えられる。この物質は現在では水酸化カルシウ
ムと考えられるが，詳細な分析を待つ必要がある。 
 今回の供試体は比較的セメントの含有量が小さい。セメント量を増やすことや，水との反応性
の高いセメントの選択で，自己治癒がさらに大きく進む可能性を示唆すると考えられる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の課題： 

今後は候補となる材料を選定し，長期間の浸漬や，ひび割れ位置と析出物の位置関係などの把握
より，メカニズムの解明を通じ自己治癒性を有するセメント系の材料を見出すことが挙げられる。 
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写真 1．コンクリート小片供試体     写真 2．熱収縮チューブ封入 

   

図 1．浸漬前の断面      図 2．浸漬後の断面      図 3．前後の差分画像 
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